
第六次富士市総合計画
後期基本計画の策定について

令和７年12月23日（火）
総務部企画課
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１．総合計画について
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基本構想

７つの基本目標

7

＜計画のフレーム＞

＜基本姿勢＞

＜政策の体系＞

＜重点課題＞

・財政の推移と予測
・市債の推移と予測

・土地利用基本方針
・土地利用構想

・人口推計
・世帯推計

基本計画

ＳＤＧｓの理念の導入 デジタル変革の推進

人口 土地利用 財政

７つの基本目標の下、27の政策分野、73の施策から
めざす都市像の実現にアプローチ

５つの重点課題に対して取組を進めていくため、「安全・安心」
「産業・経済の成長」「こどもを生み育てやすい環境」「暮らしの質の維持」
「まちに活気」の５つの戦略を位置付け 8



政策の体系

9

２．富士市の現況について
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基本目標１
安心できる暮らしを守るまち
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基本目標１
安心できる暮らしを守るまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「危機管理」

地震や風水害などへの備えが充

実した 災害に強いまちである

「消防・救急・救助」

迅速で的確な消防・救急・救助

体制が備わったまちである

「市民安全」

犯罪や交通事故のない 安心して

生活できるまちである

「市民活躍」

市民一人ひとりの個性が活かさ

れ活躍できるまちである

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標１
安心できる暮らしを守るまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

2.88 3.06 3.25 3.21 3.40
【高評価者の割合】

20.5% 31.0% 42.4% 38.7% 55.0%
【評価平均点】

3.29 3.53 3.52 3.58 3.70
【高評価者の割合】

43.9% 56.0% 56.0% 60.3% 65.0%
【評価平均点】

2.71 2.92 3.06 3.09 3.30
【高評価者の割合】

19.2% 28.0% 36.2% 36.0% 45.0%
【評価平均点】

2.83 3.02 3.09 3.13 3.30
【高評価者の割合】

21.5% 25.0% 31.2% 29.6% 45.0%

1

1
「危機管理」
地震や風水害などへの備えが充実した
災害に強いまちである

2
「消防・救急・救助」
迅速で的確な消防・救急・救助体制が
備わったまちである

3
「市民安全」
犯罪や交通事故のない 安心して生活
できるまちである

4
「市民活躍」
市民一人ひとりの個性が活かされ活躍
できるまちである

13

基本目標２
時代を担うひとを育むまち
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基本目標２
時代を担うひとを育むまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「子育て」

安心して子どもを生み 健やかに

育てられるまちである

「子ども・若者支援」

すべての子どもや若者が夢や希

望を持ち 大切にされるまちであ

る

「学校教育」

すべての子どもが学びを楽しむ

ことができるまちである

「社会教育」

生涯にわたり学び続け 心豊かに

暮らせるまちである

「市民スポーツ・市民文化」

だれもが いつでも いつまでも

スポーツと文化に親しめるまち

である

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標２
時代を担うひとを育むまち

＜成果指標＞
基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

3.10 3.22 3.23 3.23 3.50
【高評価者の割合】

38.0% 43.0% 46.9% 41.5% 55.0%
【評価平均点】

2.60 2.82 2.91 2.96 3.20
【高評価者の割合】

11.6% 21.5% 23.6% 25.0% 35.0%
【評価平均点】

3.03 3.18 3.19 3.21 3.40
【高評価者の割合】

28.3% 39.5% 37.2% 37.7% 50.0%
【評価平均点】

2.91 3.24 3.25 3.28 3.30
【高評価者の割合】

25.5% 42.5% 44.5% 45.2% 45.0%
【評価平均点】

3.12 3.14 3.27 3.22 3.60
【高評価者の割合】

39.0% 39.0% 43.2% 42.9% 65.0%

4
「社会教育」
生涯にわたり学び続け 心豊かに暮ら
せるまちである

2

1
「子育て」
安心して子どもを生み 健やかに育て
られるまちである

2
「子ども・若者支援」
すべての子どもや若者が夢や希望を持
ち 大切にされるまちである

3

5
「市民スポーツ・市民文化」
だれもが いつでも いつまでも スポー
ツと文化に親しめるまちである

「学校教育」
すべての子どもが学びを楽しむことが
できるまちである
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基本目標３
支え合い健やかに過ごせるまち
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基本目標３
支え合い健やかに過ごせるまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「保健」

一人ひとりが健康づくりや疾病

予防に取り組むまちである

「医療」

安定した医療提供体制のもと 適

切な医療が受けられるまちであ

る

「包括的支援」

住み慣れた地域で 一人ひとりの

状態に合った支援を受けられる

まちである

「地域福祉」

地域で支え合い 助け合い 生き

がいを持って暮らせるまちであ

る

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標３
支え合い健やかに過ごせるまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

3.00 3.23 3.30 3.17 3.40
【高評価者の割合】

28.1% 43.0% 40.5% 36.4% 55.0%
【評価平均点】

2.88 3.16 3.29 3.13 3.50
【高評価者の割合】

25.6% 39.0% 47.7% 43.0% 50.0%
【評価平均点】

2.92 3.21 3.19 3.19 3.30
【高評価者の割合】

24.0% 41.0% 43.0% 37.2% 40.0%
【評価平均点】

2.98 3.10 3.32 3.22 3.40
【高評価者の割合】

22.6% 27.5% 43.7% 39.5% 45.0%

3

1
「保健」
一人ひとりが健康づくりや疾病予防に
取り組むまちである

2
「医療」
安定した医療提供体制のもと 適切な
医療が受けられるまちである

3
「包括的支援」
住み慣れた地域で 一人ひとりの状態
に合った支援を受けられるまちである

4
「地域福祉」
地域で支え合い 助け合い 生きがいを
持って暮らせるまちである
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基本目標４
豊かな環境を保ち継承するまち
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基本目標４
豊かな環境を保ち継承するまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「地球環境」

地球にやさしい暮らしに み

んなで取り組むまちである

「自然・生活環境」

多様な生物と生態系 良好な

生活環境を保全していくま

ちである

「循環型社会」

資源を有効に活用する でき

る限りごみを出さないまち

である

「水利用」

将来にわたり 良好な水環境

を育むまちである

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標４
豊かな環境を保ち継承するまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

2.90 3.15 3.23 3.31 3.30
【高評価者の割合】

23.6% 31.5% 42.0% 43.5% 45.0%
【評価平均点】

2.90 3.17 3.32 3.31 3.30
【高評価者の割合】

23.6% 37.0% 46.2% 43.0% 45.0%
【評価平均点】

2.88 3.24 3.41 3.53 3.40
【高評価者の割合】

27.6% 42.0% 52.5% 58.0% 50.0%
【評価平均点】

3.51 3.51 3.70 3.63 3.80
【高評価者の割合】

58.5% 59.0% 66.0% 61.5% 70.0%

4

1
「地球環境」
地球にやさしい暮らしに みんなで取
り組むまちである

2
「自然・生活環境」
多様な生物と生態系 良好な生活環境
を保全していくまちである

3
「循環型社会」
資源を有効に活用する できる限りご
みを出さないまちである

4
「水利用」
将来にわたり 良好な水環境を育むま
ちである
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基本目標５
活力を創り高めるまち
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基本目標５
活力を創り高めるまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「ものづくり産業」

新産業と既存産業の融合により

ものづくり産業が持続的に発展

するまちである

「商業・流通・サービス産業」

ヒト・モノ・コトがつながり に

ぎわいがあふれるまちである

「農林水産業」

富士山の豊かな恵みを活かし 活

力ある農林水産業が継続するま

ちである

「中小企業等振興」

中小企業等が地域経済の原動力

となり だれもが活躍し続けられ

るまちである

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標５
活力を創り高めるまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

2.97 3.17 3.21 3.26 3.40
【高評価者の割合】

24.2% 36.0% 40.5% 39.7% 45.0%
【評価平均点】

2.40 2.66 2.97 2.92 3.10
【高評価者の割合】

12.6% 17.0% 34.3% 28.0% 35.0%
【評価平均点】

2.73 3.18 3.30 3.22 3.20
【高評価者の割合】

18.6% 36.0% 41.5% 37.5% 40.0%
【評価平均点】

2.92 3.02 3.11 3.05 3.30
【高評価者の割合】

22.0% 31.5% 32.3% 32.5% 40.0%

5

1
「ものづくり産業」
新産業と既存産業の融合により もの
づくり産業が持続的に発展するまちで
ある

2
「商業・流通・サービス産業」
ヒト・モノ・コトがつながり にぎわ
いがあふれるまちである

3
「農林水産業」
富士山の豊かな恵みを活かし 活力あ
る農林水産業が継続するまちである

4
「中小企業等振興」
中小企業等が地域経済の原動力となり
だれもが活躍し続けられるまちである
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基本目標６
魅力を活かした人と人を繋ぐまち
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基本目標６
魅力を活かした人と人を繋ぐまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「観光」

「富士山」の魅力が最大限

に活用され 観光交流が進む

まちである

「シティプロモーション」

魅力や愛着を感じ だれもが

住みたくなるまちである

「交流」

国内外から人々が集い 多彩

な交流が生まれるまちであ

る

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標６
魅力を活かした人と人を繋ぐまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

2.59 2.80 2.89 2.99 3.20
【高評価者の割合】

20.7% 29.0% 34.7% 37.0% 40.0%
【評価平均点】

2.98 3.21 3.19 3.34 3.30
【高評価者の割合】

27.6% 36.5% 40.9% 45.7% 40.0%
【評価平均点】

2.89 2.85 3.07 3.28 3.30
【高評価者の割合】

25.6% 24.0% 37.2% 43.2% 40.0%

6

1
「観光」
「富士山」の魅力が最大限に活用され
観光交流が進むまちである

2
「シティプロモーション」
魅力や愛着を感じ だれもが住みたく
なるまちである

3
「交流」
国内外から人々が集い 多彩な交流が
生まれるまちである
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基本目標７
快適な暮らしを続けられるまち
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基本目標７
快適な暮らしを続けられるまち

＜成果指標＞

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

「市街地形成」

地域特性に応じた 魅力あ

ふれる暮らしやすいまち

である

「交通・道路」

だれもが安全に円滑な移

動ができる快適なまちで

ある

「景観・公園・住宅」

富士山が映える景観のも

と 花と緑があふれ だれも

が安心して住めるまちで

ある

策定時

令和３年度

現状

令和６年度

目標

令和８年度
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基本目標７
快適な暮らしを続けられるまち

＜成果指標＞

基本
目標

政策
分野

「政策」
成果指標

（＝将来のまちの姿）

策定時
令和３年度

令和４年度 令和５年度
現状

令和６年度
目標

令和８年度

【評価平均点】

2.95 3.01 3.12 3.13 3.40
【高評価者の割合】

25.5% 25.5% 31.8% 32.0% 45.0%
【評価平均点】

2.40 2.47 2.67 2.67 3.10
【高評価者の割合】

14.1% 15.0% 23.1% 22.0% 35.0%
【評価平均点】

3.34 3.39 3.42 3.45 3.70
【高評価者の割合】

49.0% 50.5% 55.5% 51.0% 65.0%

7

1
「市街地形成」
地域特性に応じた 魅力あふれる暮ら
しやすいまちである

2
「交通・道路」
だれもが安全に円滑な移動ができる快
適なまちである

3
「景観・公園・住宅」
富士山が映える景観のもと 花と緑が
あふれ だれもが安心して住めるまち
である

31

人口推計
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人口推移
＜総人口の推計と実績＞

＜若い世代（15〜39歳）の推計と実績＞

※「住民基本台帳」各年3月31日（日本人＋外国人）
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人口推移
＜日本人＞

＜外国人＞

※「住民基本台帳」各年3月31日
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H30
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R1
2019
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2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

転入数 転出数

人口推移
＜自然動態（出生、死亡）＞

＜社会動態（転入、転出）＞

※「住民基本台帳」各年度（日本人＋外国人）

R6低位推計
の出生数
1,467人

・
・
・

現実との差
▲200人超
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３．後期基本計画
策定方針について
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後期基本計画策定方針
＜策定のねらい＞

基本構想は、長期的な視点からめざす都市像や基本目標などを定めたもの
であり、10 年という期間の中で一貫したまちづくりを行うためのめざす
べきまちの姿であることから原則見直しは行わない

急速な少子化の進行に伴う人口減少や、頻発化、激甚化する自然災害、物
価高騰や企業等における人手不足などの課題に的確に対応する

富士駅北口の再整備、新富士駅南地区の土地区画整理、新病院の建設な
ど、大規模投資事業を計画通りに前進させる

子どもたちの笑顔があふれ、若い世代が将来に希望を持ち、
だれもが元気に生きがいをもって暮らしていけるよう、
本市を持続可能な都市としていくための指針として、計画を策定する

37

後期基本計画策定方針
＜策定の基本姿勢＞

審議会や懇話会の設置、ウェブサイトの活用、世論調査（アンケート）
やパブリックコメント等を実施し、市民の声を反映する

前期に実施した施策の効果を把握・整理するとともに、前期基本計画の
期間中に生じた新たな課題や時代の潮流を踏まえた施策を後期基本計画に
取り入れる

今回の後期基本計画策定に合わせ、総合計画における重点課題に対応す
る戦略を明確にし、総合計画との関係性をより分かりやすくして一体的に
策定する

①市民の声と現場主義

②前期基本計画の振り返りと基本構想を踏まえた後期基本計画の策定

③新たな総合戦略との一体的な策定
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新たな視点
＜これまでの視点＞

SDGs・・・・2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標
17のゴールと169のターゲットから構成

DX ・・・・・デジタル技術を活用して、企業や社会の在り方を変革していく

＜近年のトレンド＞
ウェルビーイング・・・心身の健康だけでなく、社会、経済、環境など、多面的に

満たされ、幸福で充実した状態（Well-being）にあること

◆国

◆静岡県

「第六次富士市総合計画後期基本計画」においては、ウェルビーイング
の視点を取り入れ、市民の幸福感や満足感を高めていくための施策を位
置付けていく

デジタル庁が、「地域幸福度（Well-Being）指標」をオープンデータとして公開
地方創生２．０のＫＰＩに関する論点の一つ

次期総合計画において「幸福度日本一の静岡県」を目指す
県民の幸福時間を重視する「ウェルビーイングの視点」を取入れた県政運営の実施
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ウェルビーイング
＜富士市の地域幸福度（Well-Being）指標＞

偏差値50以下の範囲
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後期基本計画策定方針
＜構成案 ＞

（１）総論

計画策定の趣旨、社会情勢、前期の振り返り、策定の視点、

市民意識、計画のフレーム、政策の体系 など

（２）各論

基本目標１〜７

（３）推進にあたって

総合計画を推進するための取組

進行管理

①後期基本計画
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後期基本計画策定方針
＜構成案 ＞

（１）長期ビジョン・・・人口の動向分析

（２）総合戦略・・・・・戦略的に取組む施策等

全２６地区の将来像、活動方針、事業 など

基本構想、策定の経緯、関連資料 など

②総合戦略

③まちづくり行動計画

④資料編
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後期基本計画策定体制

・公共的団体の代表者等
・市民
・学識経験者

市民・関係団体等 市議会

市長

・総合計画モニター
・前回懇話会参加者

（無作為抽出or公募委員）

・市民や団体等からの意見募集
・市民及び事業所アンケート調査
・パブリック・コメント

総合計画審議会

策定プロジェクト会議

策定委員会

各課計画会議

フジ６未来創造懇話会

諮問

答申

意見・
提言

意見

議案提出 議決
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４．今後の審議会について
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今後の予定
年月 R7.12 R8.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

審議会     

パブリック
コメント

分科会※

実施

委嘱状交付・
キックオフ

諮問・総論 パブコメ案 原案・答申案各論

富士市議会１１月定例会に上程

※分科会は７つの基本目標を２or３に
分け、10〜15人の委員で議論する
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